
本
居
室
長
『
玉
勝
間
』
全
訳
注
/国『、、

一
'-'" 

言
草
の
す
£
ろ
に
た
ま
る
玉
が
つ
ま

つ
み
て
こ
〉
ろ
を
野
べ
の
す
さ
び
に

本

居

長

序本
居
室
長
(
一
七
三

0
1
一
八

O
一
)
。
告
一
口
わ
ず
と
知
れ
た
留
学
の
泰
斗
で

あ
り
、
我
が
留
の
古
典
研
究
に
於
い
て
一
大
甑
期
を
為
し
た
不
世
出
の
思
想
家

で
あ
る
。
彼
の
手
に
成
る
学
部
業
績
は
枚
挙
す
る
に
逗
な
く
、
わ
け
て
も
そ
の

完
成
に
三
十
余
年
も
の
歳
月
を
傾
け
た
畢
生
の
大
著
『
古
事
記
宣
は
、
『
古

事
記
』
研
究
の
白
馬
と
し
て
、
没
後
二
百
年
以
上
を
経
た
現
在
に
於
い
て
も
な

お
、
槌
せ
る
こ
と
な
き
輝
き
を
放
ち
続
け
て
い
る
。

こ
の
江
戸
後
期
を
代
表
す
る
知
の
巨
魁
宣
一
長
の
遺
し
た
著
作
物
は
越
大
な

樋

口

達

賀

神

秀

メ弘、
口

樹
・
字

郎
・
河

量
に
の
ぼ
り
、
筑
摩
書
房
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い
る
『
本
居
宣
長
全
集
』
は
、
別

巻
を
含
め
実
に
二
十
三
巻
を
数
え
る
。
そ
こ
に
は
先
に
挙
げ
た
『
古
事
記
簿
』

の
ほ
か
に
、
か
の
有
名
な
「
も
の
の
あ
は
れ
」
の
概
念
を
披
濯
し
た
『
紫
文
要

領
』
や
、
古
学
研
究
の
あ
る
べ
き
姿
勢
を
説
く
亨
比
山
踏
』
な
ど
、
彼
の
思

想
を
代
表
す
る
著
作
を
は
じ
め
、
歌
学
や
古
典
の
註
釈
、
随
想
録
に
暦
や
地
理

の
考
察
、
果
て
は
自
作
の
詠
に
至
る
ま
で
、
極
め
て
多
彩
な
作
品
が
収
録
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
ら
を
紐
解
く
と
き
、
我
々
は
そ
の
旺
盛
な
る
学
究
へ
の
者
欲
と

博
覧
強
一
記
と
に
、
幾
度
と
な
く
陸
自
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

本居宣長『玉勝間』全訳注(一)

か
く
多
端
な
る
側
面
を
有
す
る
宣
長
の
学
問
成
果
に
対
し
て
は
、
当
然
に
し

て
こ
れ
ま
で
に
様
々
な
角
度
か
ら
の
研
究
が
為
さ
れ
て
き
た
。
罰
し
て
、
そ
う

し
た
室
長
研
究
に
於
い
て
重
要
な
役
割
を
担
い
続
け
て
い
る
の
が
、
『
玉
勝
臣

で
あ
る
。
そ
の
題
に
見
え
る
「
勝
間
(
か
つ
ま
)
」
は
、
「
か
た
ま
」
や
「
か
た
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み
」
な
ど
と
も
い
い
自
の
堅
く
つ
ま
っ
た
竹
錨
胞
を
指
す
誌
で
あ
る
。
多
く
そ

の
甚
上
に
「
玉
」
や
、
あ
る
い
は
「
元
間
・
無
自
(
ま
な
し
ご
と
い
っ
た
美
称

を
伴
っ
て
用
い
ら
れ
、
古
く
は
記
紀
や
高
菜
に
そ
の
用
例
を
認
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
類
稀
な
る
情
熱
を
も
っ
て
こ
れ
ら
の
古
典
に
向
き
合
い
続
け
た
、
宣
長

な
ら
で
は
の
命
名
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

総
計
一

0
0
0余
に
も
及
ぶ
条
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
こ
の
書
物
は
、
そ
の

冒
頭
に
語
ら
れ
て
い
る
「
な
に
く
れ
と
数
お
ほ
く
つ
も
り
ぬ
る
を
、
い
と
く
だ

/
¥
し
け
れ
ど
、
や
り
す
て
む
も
さ
す
が
に
て
、
か
き
あ
つ
め
む
と
す
る
」
と

い
う
動
機
そ
の
ま
ま
に
、
室
長
が
折
々
に
抱
い
た
問
題
関
心
と
そ
れ
に
対
す
る

見
解
数
々
の
見
開
、
比
一
一
締
な
気
付
き
な
ど
を
纏
め
た
謂
わ
ば
覚
書
き
の
集
成

で
あ
り
、
ま
さ
し
く
そ
の
名
に
冠
せ
ら
れ
て
い
る
と
お
り
に
、
多
種
多
様
な
「
言

草
」
を
そ
の
内
に
収
め
た
「
勝
間
」
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
。
か
よ
う
な
性
質

を
有
す
る
本
警
は
、
し
た
が
っ
て
、
吉
一
長
思
想
の
追
究
に
燃
し
、
あ
る
い
は
そ

の
所
説
を
支
え
る
傍
証
の
請
求
先
と
し
て
、
ま
た
あ
る
い
は
新
た
な
視
座
の
発

出
地
点
と
し
て
、
常
に
恰
好
の
資
料
を
我
々
に
提
供
し
て
く
れ
る
。

一
方
で
『
玉
勝
間
』
は
、
そ
の
性
質
に
由
縁
す
る
利
便
性

ゆ
え
に
、
往
々
に
し
て
副
次
的
な
扱
わ
れ
方
を
さ
れ
る
き
ら
い
が
あ
る
。
た
し

か
に
、
宣
一
長
研
究
の
大
家
村
岡
山
県
腕
に
よ
る
宝
勝
間
の
解
説
」
(
村
間
典
嗣

し
か
し
な
が
ら
、

校
訂
『
玉
勝
間
上
』
所
収
、
岩
波
書
応
、

一
九
三
回
)
や
、
大
野
晋
の
「
解

題
」
(
『
本
居
室
長
全
集
第
一
巻
』
所
収
、
筑
摩
書
房
、

一
九
六
八
)
な
ど
、

広
く
『
玉
勝
間
』
の
全
般
に
わ
た
る
優
れ
た
解
説
文
は
存
荘
し
て
い
る
が
、
全
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体
と
し
て
見
れ
ば
、
そ
の
数
は
本
書
の
持
つ
価
値
に
比
し
て
寡
少
で
あ
る
と
い

2016 

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
『
日
本
思
想
大
系
刊

本
居
室
長
』
(
岩
波
書
応
、

一
九
七
八
)
に
収
録
さ
れ
た
も
の
に
は
註
解
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
一
政
註
と
い

第 22号

う
制
約
の
も
と
で
対
象
笛
一
助
が
選
り
す
ぐ
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
、
そ
こ

に
は
い
ま
だ
註
を
附
す
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
忠
う
。

『求真』

市
し
て
こ
の
こ
と
は
、

一
見
し
て
切
要
な
条
の
み
を
抽
出
し
て
利
用
し
、
も

っ
て
そ
の
他
を
顧
み
ざ
る
が
如
き
事
態
を
惹
起
す
る
危
険
性
を
苧
ん
で
い
よ

う
。
さ
よ
う
に
分
野
断
片
的
な
扱
い
の
も
と
に
、
『
玉
勝
間
』
が
諸
研
究
の
途

上
に
於
け
る
摘
み
食
い
の
対
象
に
終
始
し
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
に
な
る
と

す
れ
ば
、
そ
れ
は
大
い
な
る
損
失
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
が
企

図
す
る
と
こ
ろ
の
全
一
訳
註
と
い
う
研
究
の
眼
目
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
点
に
於
い

て
存
し
て
い
る
。

室
長
が
認
め
た
「
言
草
」
は
、
療
と
し
た
美
し
さ
を
放
つ
も
の
か
ら
、
さ
な

が
ら
可
憐
な
色
合
い
の
花
弁
を
擁
す
る
も
の
、
あ
る
い
は
人
々
の
気
に
留
ま
る

こ
と
も
な
い
よ
う
な
、
道
端
の
目
立
た
ぬ
野
草
の
如
き
趣
を
呈
す
る
も
の
ま
で
、

実
に
千
差
万
別
の
魅
力
を
有
す
る
。
市
し
て
、
こ
れ
ら
の
「
言
草
」
た
ち
が
種
々

に
折
り
重
な
り
な
が
ら
、
銘
々
に
そ
の
存
在
を
主
張
す
る
{
一
日
一
一
長
の
「
勝
間
」
の

内
側
は
、
豊
鏡
な
知
の
埠
き
に
満
ち
満
ち
て
い
る
。



か
か
る
珠
玉
の
「
勝
間
」
の
蓋
を
開
く
と
き
、
我
々
は
そ
こ
に
収
め
ら
れ
た

「
知
識
」
や
「
思
索
」
と
い
う
名
の
草
々
の
持
つ
瑞
々
し
さ
や
彩
り
に
目
を
奪

わ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
し
て
ま
た
向
時
に
、
時
に
は
怜
例
に
、
時
に
は
穏
や

か
に
、
自
J

身
を
取
り
巻
く
世
界
へ
と
そ
の
ま
な
ざ
し
を
向
け
る
室
長
の
、
豊
か

な
人
間
性
に
触
れ
る
の
で
あ
る
。

凡
例
に
も
断
っ
て
い
る
よ
う
に
、
本
稿
を
為
す
に
あ
た
り
、
現
代
語
訳
は
可

能
な
限
り
平
明
さ
を
期
し
た
。
ま
た
、
註
に
つ
い
て
も
、
従
前
の
註
解
が
触
れ

て
い
な
い
箇
所
を
積
極
的
に
取
り
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
国
学
を
は
じ
め
と

し
て
、
日
本
思
想
や
古
典
文
学
に
馴
染
み
の
な
い
方
々
に
明
玉
勝
間
』
の
魅
力

を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
、
今
一
つ
の
企
鴎
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。

宣
長
に
よ
る
菌
学
思
想
は
、
当
代
に
於
け
る
註
釈
学
の
先
駆
を
為
し
た
契
沖

や
、
宣
長
の
師
で
あ
る
賀
茂
真
淵
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
古
典
註
釈
の
成
果
の

う
え
に
、
自
身
に
よ
る
不
断
の
研
鎖
と
思
索
と
を
重
ね
続
け
た
こ
と
で
、
や
が

て
大
輸
の
花
を
咲
か
せ
る
に
到
っ
た
。
無
論
、
彼
等
の
手
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ

ら
れ
た
一
連
の
註
釈
業
績
は
余
り
に
も
偉
大
な
も
の
で
あ
り
、
引
き
合
い
に
出

す
に
は
借
越
に
過
ぎ
る
と
い
う
も
の
だ
が
、
こ
の
度
の
私
ど
も
の
さ
さ
や
か
な

試
み
も
ま
た
、
今
後
の
日
本
思
想
研
究
に
と
り
僅
か
な
り
と
も
資
す
る
と
こ
ろ

あ
る
も
の
と
な
れ
ば
、
そ
れ
は
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
る
。

樋
口
達
郎

凡
例

一
、
本
訳
注
は
、
本
居
室
長
『
玉
勝
間
』
の
各
条
に
つ
い
て
、
現
代
語
訳
と
注

釈
と
を
施
す
も
の
で
あ
る
。

一
、
底
本
に
は
、
筑
摩
書
房
版
『
本
居
宣
一
長
全
住
益
所
収
本
を
用
い
た
。

一
、
現
代
語
一
訳
に
当
た
っ
て
は
、
平
易
で
あ
る
こ
と
を
第
一
と
し
、
必
ず
し
も

逐
詩
的
な
訳
出
に
は
こ
だ
わ
ら
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、

一
文
が
長
い
も

の
に
つ
い
て
は
二
つ
に
分
け
て
-
訳
出
す
る
な
ど
の
措
置
を
取
っ
た
。

一
、
現
代
語
訳
や
注
釈
に
お
い
て
、
特
に
多
く
の
分
量
を
必
要
と
す
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
別
に
補
注
を
設
け
て
そ
の
条
の
最
後
に
纏
め
た
。

一
、
各
条
の
現
代
語
訳
な
ら
び
に
注
釈
は
全
員
で
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

各
条
の
下
訳
の
担
当
者
を
主
筆
と
し
て
扱
う
と
と
も
に
、
そ
の
名
を
筆
糞

本居室長『玉勝間』全訳注(ー)

と
し
て
示
し
た
。

一
、
『
本
居
宣
一
長
全
集
』
に
関
し
て
は
、
単
に
「
全
集
」
と
表
記
す
る
。
ま
た
、

引
用
に
際
し
て
は
「
巻
数
・
頁
数
」
の
形
で
当
該
箇
所
を
示
し
た
。

一
、
引
用
に
際
し
て
、
『
日
本
書
紀
』
や
吋
万
差
盃
な
ど
特
定
の
慣
用
が
あ

る
場
合
に
は
そ
れ
に
従
っ
た
。
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伊
東
一
久
木

中
亘
書
詞
〔
河
合
〕

〔
本
文
】

中
臣
害
詞
hu

大
嘗
舎
。
の
中
-
邑
害
時
詞
と
い
ふ
文
あ
り
、
宇
治
左
大
臣
頼
長
公
。
の
台
記
M
H

ア
p
y
ミ
カ
ミ
ト

の
、
康
治
元
年
の
大
嘗
命
日
別
記
に
載
せ
ら
れ
た
り
、
其
文
、
現
御
神
J
H

オ

ホ

ャ

シ

マ

ク

ニ

ン

ロ

シ

メ

ス

オ

ホ

ャ

γ

1

ネ

コ

ス

メ

ラ

ガ

ミ

マ

エ

ー

r
J
ツ

カ

ミ

ノ

ヨ

ゴ

ト

ヲ

大
八
嶋
圏
所
知
食
須
、
大
倭
根
子
天
皇
我
型
例
仁
、
天
紳
比
二
審
詞
迷
、

ク

ク

ヘ

コ

ト

吋

ダ

メ

ウ

ツ

ラ

ク
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γ
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ス

タ

カ

γ
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ラ
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リ
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ス

ス
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ラ

ガ

ム

ソ

カ

ム

口

F

カ

ム

口

ミ

ノ

ミ

コ

ト

格
統
定
奉
良
久
止
申
宇
高
天
原
仁
紳
留
坐
須
、
皇
親
紳
漏
岐
紳
漏
美
乃
命

ヲ

品

ザ

テ

ャ
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ヨ

口

ソ

ノ

カ
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チ

ヲ

ツ

ド

ヘ

ク

マ
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テ

ス

メ

ミ

マ

ノ

ミ

コ

ト

ハ

ア

か

γ

ノ

ハ

ラ

ニ

コ

ト

ハ

，

ぷ
庁
天
、
八
百
世
間
ル
紳
等
遼
集
俗
賜
天
、
皇
孫
尊
波
、
高
天
原
仁
事
始
天
、

1

ヨ

ア

ノ

ハ

一

フ

ノ

ミ

メ

オ

ノ

ク

エ

ヲ

ヤ

ス

ク

エ

ト
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ヒ

ラ

ッ

ク
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ロ

ン

メ

ン

テ

ア

マ

ソ

ヒ

y

F

ノ

ア

γ

y

ク

力

、

、

竪
葦
原
乃
瑞
穂
乃
圏
述
、
安
園
止
一
平
介
久
一
助
知
食
天
、
天
都
日
嗣
乃
天
都
高
御
座
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ツ

ミ

ク

ノ

ナ
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ミ
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ノ
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、
天
都
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事
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長
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膳
」
狸
御
繕
止
、
千
秋
ル
五
百
秋
仁
、
瑞
穂
述
平

今
ク

γ
ス

ケ

ク

ユ

ユ

ハ

エ

キ

コ
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メ

セ

ト

コ
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ヨ

リ

シ
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リ

子
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γ

ク
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リ

γ

ン

ン

ノ

チ

ユ

ナ

カ

ト

ミ

ノ

ト

れ

y

介
久
{
女
友
、
由
庭
仁
所
知
食
止
②
、
事
依
芯
奉
ハ
ギ
天
降
坐
之
後
仁
、
中
距
乃
也
市
崎
郡

可

γ
ア

?

ノ

コ

ヤ

ネ

ノ

ミ

コ

ト

ス

メ

ミ
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ノ

ミ

コ
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H
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ノ

庁

γ
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モ

宇

ノ

力

ミ

マ

ア

メ

ノ

祖
天
見
屋
根
命
、
皇
御
孫
尊
乃
御
前
仁
奉
仕
。
、
天
忍
雲
綬
紳
選
、
天
乃

フ

ク

ガ

ミ

-

一

行

テ

マ

ツ

り

ア

ゲ

ヂ

カ

ム

ロ

ギ
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ム

ロ

ミ
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ミ

コ
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ん
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ク
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γ

ニ

ス

メ

ミ

リ
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ミ

コ

!

二
上
仁
奉
上
ヰ
紳
漏
岐
紳
漏
美
A
m
J則
一
、
受
給
資
申
仁
③
、
皇
御
孫
尊

乃
御
繕
都
水
絞
、
宇
都
志
題
乃
水
了
④
、
天
都
水
戸
加
点

ω
奉

2
申
刑
事
⑤
、

事
教
給
芯
仁
依
ヰ
天
忍
思
議
根
一
料
、
天
ル
浮
帝
一
手
乗
ヰ
天
山
川
二
上
仁
上
坐

ョ
、
紳
漏
岐
紳
漏
美
命
乃
前
仁
申
品
、
天
乃
玉
理
事
依
奉
ミ
此
玉
櫛
述
刺
立

ヰ
自
夕
日
至
朝
日
昭
一
陣
与
、
天
都
認
戸
乃
太
詔
万
言
選
以
ぷ
濯
、
如
此
告
波
、

γ

チ

ハ

ワ

カ

ヒ

ル

エ

コ

ッ

ク

カ

ム

ラ

オ

ヒ

イ

デ

ム

ノ

ノ

モ

ト

ヨ

リ

γ
メ
ノ

γ
ヰ

イ

デ

ム

コ

麻
知
波
弱
韮
仁
⑦
、
由
都
五
百
筆
生
出
品
ヰ
③
、
自
其
下
天
ル
八
井
出
ぷ
切
、
此

ヲ

モ

ヲ

一

フ

ア

γ

y

ミ

ゾ

ト

キ

コ

ン

メ

セ

1

コ

ト

ヨ

リ

ン

γ

y

リ

干

カ

ク

ヨ

リ

ン

γ

y

リ

ソ

J

γ

一

7

1

キ

コ

ス

コ

エ

J

述
持
火
、
天
都
水
止
所
間
食
止
、
事
依
奉
支
⑬
、
如
此
奉
芯
任
々
{
所
関
食
由
庭

ノ

ミ

ゾ

ホ

ヲ

ヲ

ク

ニ

ノ

ウ

ラ

ベ

ド

モ

フ

ト

マ

コ

ノ

ウ

う

ゴ

ト

ヲ

モ

ヲ

テ

y

カ

ヘ

マ

y

リ

テ

乃
瑞
穂
述
、
四
菌
ト
部
等
⑪
、
太
兆
仁
⑫
ト
事
述
持
2

奉
仕
山
山

(ω、
悠
紀
仁

ノ

ー

ス

ス

1

1

ク

エ

ハ

ノ

ク

三

ノ

ヒ

力

ミ

ヲ

イ

ハ

ヒ

リ

グ

メ

テ

工

ノ

ノ

ツ

ノ

ヒ

1

ド

U

近
江
図
野
洲
、
主
基
仁
丹
波
臨
氷
上
⑪
述
策
定
，
ン
、
物
部
ル
人
等
、

サ
カ
ツ
コ
り
力
ナ
ミ
コ
パ
ソ
J
リ
ハ
ヒ
ヤ
干
力
マ
ギ
コ
ワ

Y
ヒ

ゾ

ク

リ

イ

ナ

ノ

ミ

ノ

?

と

、

う

才

ホ

九

へ

ノ

、

ミ

ヤ

ノ

ー

活
造
克
酒
波
粉
走
灰
焼
薪
採
相
候
⑬
お
賓
公
等
、
大
嘗
命
日
乃
驚
場
仁

(ω、

持
禁
結
参
来
一
ヰ
今
年
十
一
月
中
郁
卯
日
仁
、
由
志
理
伊
都
志
理
持
⑬
、
恐
炎
恐

ミ
そ
も
γ

ヨ

γ

ハ

リ

ニ

ツ

カ

ヘ

マ

ソ

リ

ツ

キ

ノ

ウ

チ

エ

ヒ

ト

キ

守

エ

フ

ピ

リ

ダ

メ

テ

ク

ア

ノ

ツ

ル

コ

Y

ス

当

ノ

詩
情
麻
波
利
仁
奉
仕
料
、
月
内
仁
日
時
速
撰
定
ョ
⑪
献
印
刷
、
悠
紀
、
王
基
ル

グ

ロ

キ

ン

口

当

ノ

オ

ホ

ミ

キ

ヲ

オ

ホ

t

γ

I

ネ

つ

ス

メ

ラ

ガ

ア

マ

y

ミ

ム

ソ

ノ

サ

ガ

ミ

ウ

ノ

ト

ホ

ミ

!

?

ト

ン

ル

黒
木
白
木
乃
大
御
、
縄
キ
大
倭
根
子
天
'
量
状
天
都
御
膳
ん
長
御
膳
J
叩
地
御
膳
止
、
汁

ニ

モ

ミ

エ

O

ア

カ

エ

ノ

ホ

日

一

モ

キ

コ

ン

メ

γ

?

ト

ヨ

ノ

ア

カ

リ

-

一

ア

カ

リ

γ

ン

テ

7

7

y

カ

ミ

ノ

ヨ

ゴ

ト

仁
モ
賞
仁
毛
、
赤
丹
ル
椿
仁
毛
⑬
所
間
食
守
竪
明
仁
明
御
坐
三
⑬
、
天
都
紳
民
主
町
一
詞

ヲ

ク

ク

へ

コ

ト

サ

グ

メ

7

y

ル

ス

メ

カ

ミ

ク

チ

モ

チ

ア

キ

イ

ホ

ア

有

ノ

フ

ヒ

エ

ヘ

ニ

ア

ヒ

ウ

プ

ノ

ヒ

γ

ツ

リ

等
稲
辞
{
疋
奉
山
山
、
皇
神
等
旬
、
千
秋
五
百
秋
乃
相
嘗
仁
⑫
、
棺
宇
一
旦
乃
比
奉
利
、

カ

キ

ハ

ト

有

ハ

一

T
4
ハ

ヒ

マ

ツ

ワ

チ

イ

カ

ン

ミ

ヨ

エ

ガ

カ

江

ン

メ

マ

y

リ

カ

ウ

ヂ

ノ

ハ

，

ン

メ

ノ

ト

ン

ヨ

ザ

ハ

ジ

メ

デ

笠
磐
常
磐
仁
一
競
奉
刊
刊
d
L
1

伊
賀
志
御
世
仁
柴
安
奉
科
、
自
康
治
元
年
始
ミ

ア
メ
ァ
ヲ
y
キ
ヒ
ト
ト

b
エ

デ

ラ

ン

ア

カ

ラ

ン

マ

サ

ム

コ

ト

え

そ

ト

ス

エ

カ

ク

ア

ク

ズ

イ

カ

ン

ホ

コ

ノ

サ

カ

ト

リ

モ

7

輿
天
地
月
日
共
、
照
志
明
言
③
御
坐
事
十
②
、
本
末
不
傾
、
茂
槍
乃
中
執
持

一

フ

y

カ

へ

γ

y

ル

ナ

カ

ト

ミ

イ

ハ

ヒ

ヌ

ン

オ

ホ

イ

ヨ

ン

ノ

ク

ラ

24
ノ

カ

ミ

y

シ

ナ

カ

ミ

ヅ

カ

サ

ノ

乃

ホ

イ

ス

汁

ゴ

ト

ヲ

込
奉
仕
印
川
中
臣
、
紘
一
小
、
王
正
四
位
上
行
紳
紙
大
副
大
中
臣
朝
臣
清
親
、
害
詞
述

ク

ク

へ

コ

ト

サ

グ

メ

マ

ツ

ラ

ク

ト

マ

ヲ

ス

マ

タ

マ

弓

り

ク

ス

メ

ラ

ガ

ミ

カ

ド

ユ

ッ

カ

ヘ

マ

ツ

ル

ミ

コ

ク

チ

オ

ホ

キ

ミ

ク

チ

栴
僻
定
奉
久
止
申
、
又
申
久
、
天
皇
朝
廷
仁
奉
仕
山
間
親
王
等
王
等

諸

臣

百

官

人

等

、

天

下

回

方

趨

ル

百

姓

諸

諸

、

集

侍

ミ

見

食

氏
(
@
尊
食
筒
、
数
食
は
旧
…
間
食
は
問
、
天
皇
明
庭
仁

(ω
茂
世
仁
、
八
桑
枝
乃

ク
チ
ガ
カ
エ
y
カ
へ
γ
ツ
ル
ル
ベ
え
ド
キ
コ
ト
ヲ
有
コ

d

メ

ピ

ト

カ

ン

コ

ミ

カ

γ

コ

ミ

モ

γ

ヲ

ン

タ

マ

ハ

ク

ト

マ

ヲ

ス

立
柴
奉
仕
語
文
一
騰
乎
所
間
食
比
③
、
恐
災
一
恐
山
中
ぃ
宅
申
給
ぬ
久
止
申
、
こ
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ふ
る
く
め
で
た
き
6
事
多
き
を
、
世
に
し
れ
る
人
ま
れ
な
る
故

に
、
今
篤
し
出
せ
り
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
文
字
の
誤
お
ほ
か
る
を
、
今
は
三
四

れ
也
、
此
文
、

本
を
合
せ
見
て
、
た
が
ひ
に
よ
き
あ
し
き
中
に
、
よ
し
と
お
ぼ
し
き
を
え
ら
び

て
し
る
し
っ
か
伯
、
さ
れ
ど
猶
誤
と
見
ゆ
る
一
前
々
な
き
に
あ
お
ら
ず
、
な
ほ
善
本
を

え
て
正
す
べ
き
也
、
さ
て
今
吉
言
を
考
へ
て
、
部
を
も
加
へ
た
る
つ
い
で
に
、

い
さ
〉
か
こ
と
の
意
を
も
と
く
べ
し
、
第
六
行
な
る
天
都
御
膳
庄
の
遠
字
は
、



ノ

ヲ

か
な
ら
ず
乃
な
る
べ
し
、
遠
に
で
も
開
ゆ
る
が
如
く
な
れ
ど
も
、
さ
て
は
次
に

ミ

ゾ

ホ

ヲ

ヲ

コ

一

一

瑞
穂
述
と
あ
る
遠
と
重
な
れ
り
、
出
摩
仁
所
知
食
の
知
字
は
、
間
な
る
べ
し
、

第
十
行
の
天
忍
思
議
根
神
述
天
乃
一
去
、
受
給
事
申
仁
、
こ
れ
は
天
忍
雲
根
紳
一
時
一
料

y
イ
a
J
r
f

漏
岐
紳
漏
美
命
J
例
仁
、
受
給
産
申
f
、
天
ル
二
上
{
奉
上
斗
と
、
語
を
次
第
て
見

れ
ば
、
よ
く
関
ゆ
る
也
、
宇
都
志
圏
ル
水
j

の
了
字
は
、
戸
と
も
加
と
も
あ
り
、

皆
誤
也
、
か
な
ら
ず
仁
な
る
べ
し
、
天
都
水
速
加
な
の
立
字
ハ
、
豆
を
誤
れ
る

也
、
申
重
は
心
得
ず
、
か
な
ら
ず
申

f
と
有
ぺ
き
と
こ
ろ
由
、
麻
知
波
弱
韮
r

は
、
何
事
に
か
問
え
が
た
し
、
但
し
麻
知
は
、
紳
名
帳
的
に
、
左
京
二
候
坐
紳

二
座
、
大
詔
戸
命
紳
、
久
慈
曇
智
命
一
紳
と
あ
る
、
員
智
よ
し
あ
り
げ
品
、
太

詔
戸
命
と
並
び
坐
し
、
又
此
二
一
紳
棺
嘗
に
預
り
給
ふ
こ
と
、
下
に
い
ふ
を
合

せ
考
ふ
べ
し
、
韮
は
、
も
し
く
は
蒜
を
誤
れ
る
に
て
、
萱
の
借
字
な
ら
む
か
、

弱
輩
と
は
、
正
午
時
よ
り
前
を
い
ふ
べ
け
れ
ば
、
上
に
至
朝
日
照

出;
二L

と

あ
る
つ
£
き
の
時
刻
な
る
べ
し
、
由
都
五
百
と
は
、
向
言
重
な
り
て
い
か
戸
、

ユ

ソ

イ

ホ

ツ

由
都
は
す
な
は
ち
五
百
笛
と
い
ふ
こ
と
な
れ
ば
也
、
八
井
は
、
紳
武
天
皇
の
御

ヒ

コ

ヤ

ヰ

ノ

カ

ム

ャ

ベ

ミ

ミ

ノ

子
の
御
名
に
、
日
子
八
井
命
又
紳
八
井
耳
命
と
申
す
お
は
せ
り
、
八
井
の
意
向

じ
こ
と
に
や
、
如
此
奉
走
は
、
奉
の
上
に
依
字
脱
た
る
な
る
べ
し
、
四
関
ト

部
は
、
大
被
認

ω
の
終
に
、
四
三
凶
ト
部
等
と
あ
れ
ど
も
、
ト
部
は
、
伊
豆
萱

伎
封
馬
の
三
留
に
か
ぎ
り
て
出
る
こ
と
に
て
、
四
方
の
図
よ
り
出
る
も
の
に
あ

ら
ざ
れ
ば
、
毛
字
は
、
後
の
人
の
さ
か
し
ら
に
加
へ
た
る
に
て
、
か
れ
も
こ

こ
も
鴎
笛
菌
を
い
ふ
晶
、
そ
れ
に
と
り
て
、
四
国
は
、
右
の
三
圏
と
、
い
ま
一

図
は
い
づ
れ
の
顕
な
ら
む
、
い
ふ
か
し
、
太
兆
十
の
仁
字
は
、
乃
を
誤
れ
る
な

る
べ
し
、
奉
仕
仰
の
留
字
は
、
弓
一
な
る
べ
し
、
氷
上
の
下
に
、
一
本
に
は
郡
宇

あ
り
、
も
し
そ
れ
に
よ
ら
ば
、
上
な
る
野
洲
の
下
に
も
、
そ
の
字
あ
る
べ
き
也
、

相
候
は
、
儀
式

ω
に
は
相
仕
、
大
嘗
祭
式

ωに
は
共
作
と
あ
り
、
こ
れ
ら
を

γ
ヒ
ゾ
ク
リ

合
せ
て
思
ふ
に
、
仕
も
侯
も
誤
に
て
、
相
作
な
る
べ
し
、
由
志
理
伊
都
志
理

イ

ソ

イ

ソ

イ

ミ

キ

ヨ

ン

リ

は
、
出
は
禁
、
伊
都
は
厳
に
て
、
共
に
禁
清
め
た
る
こ
と
、
志
理
は
、
禁
ま

は
り
清
ま
は
り
の
、

日
時
必
供
定
、
こ
は

ま
は
り
の
如
き
、
辞
と
問
え
た
り
、

い
つ
も
定
ま
れ
る
事
な
る
を
、
か
く
申
す
は
、
上
代
に
は
、
其
度
々
撰
て
定
め

し
に
や
、
さ
て
其
代
の
詞
の
ま
〉
に
、
後
ま
で
も
申
せ
る
か
、
赤
弓
琴
モ
の

毛
字
は
街
也
、
後
人
、
此
言
の
意
を
し
ら
ず
、
た
ジ
上
に
二
仁
毛
と
あ
る

に
な
ら
ひ
て
、
み
だ
り
に
こ
〉
に
も
加
へ
た
る
物
な
る
べ
し
、
明
御
座
一
ジ
の
豆

は
、
か
な
ら
ず
止
と
有
ぺ
き
と
こ
ろ
也
、
相
答
は
、
阿
比
爾
問
問
と
唱
ふ
べ
し
、

爾
間
を
牟
倍
と
唱
ふ
る
は
、
後
世
の
音
便
に
く
。
つ
れ
た
る
唱
也
、
大
嘗
も
、

大
一
館
関
な
る
を
、
大
牟
倍
と
い
ふ
と
間
じ
、
さ
て
此
相
嘗
は
、
天
皇
と
相
伴
に
、

新
餐
し
奉
る
意
の
名
に
て
、
俗
に
い
は
ゆ
る
相
伴
の
こ
〉
ろ
ば
へ
な
り
、
さ

必
預
り
給
ふ

本居宣長『玉Jl券関J全訳注(ー)

る
故
に
此
祭
は
、

必
し
も
其
一
利
社
の
尊
き
卑
き
に
も
よ
ら
ず
、

べ
く
患
は
る
〉
紳
に
も
、
預
り
給
は
ぬ
多
し
、
こ
れ
殊
に
故
有
て
、
預
り
給
ふ

は
預
り
給
ふ
な
る
べ
し
、
其
一
料
七
十
一
座
お
は
し
ま
し
て
、
四
時
祭
式
的
に
見

一

一

ス

ノ

Y
Fフ

え
た
り
、
其
中
に
、
上
に
引
た
る
左
京
二
候
坐
二
座
紳
は
、
大
社
の
列
に
だ

に
入
給
は
ざ
る
に
、
此
祭
に
預
か
り
給
ふ
こ
と
は
、
新
嘗
に
殊
な
る
ゆ
ゑ
あ
る
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一
紳
な
る
べ
し
、
明
義
は
、
理
を
延
て
良
志
と
い
へ
る
に
て
、
阿
加
里
山
也
、
事
仁

は
、
下
の
奉
仕
印
刷
と
い
ふ
へ
つ
ジ
く
辞
也
、
会
併
は
み
な
多
倍
と
訓
べ
し
、
給

へ
と
い
ふ
こ
と
也
、
さ
て
間
食
似
の
下
に
、
豆
と
い
ふ
鮮
を
添
て
心
得
べ
し
、

天
皇
明
庭
の
明
字
は
、
朝
の
誤
山
也
、
祷
乎
所
開
食
止
は
、
一
本
に
は

橋
辞
覚
奉
久
止
と
あ
り
、
こ
れ
も
あ
し
か
ら
ず
、
さ
て
天
忍
雲
神
一
広
々
の
事
、

伊
勢
の
外
宮
の
書
ど
も

ωに
、
天
村
雲
命
の
事
と
し
て
記
せ
り
、
向
紳
に
や
あ

ら
む
、
さ
て
此
害
認
を
申
す
こ
と
は
、
辰
日
竪
楽
院
に
幸
し
、
悠
紀
帳
に
御

す
、
一
料
紙
(
呂
の
中
臣
、
賢
木
を
第
に
執
そ
へ
て
、
南
門
よ
り
入
、
版
位
に
つ

き
総
て
、
天
一
料
の
寄
詞
を
奏
す
と
、
大
嘗
祭
式
に
克
也
え
た
り
、
わ
す
れ
た
り
、

大
嘗
命
日
乃
粛
場
と
あ
る
合
同
字
は
、
{
巴
を
誤
れ
る
な
る
べ
し
、

{
現
代
語
一
訳
}『
中
庄
寿
詞
』
に
つ
い
て

大
嘗
会
の
際
に
奏
上
さ
れ
た
『
中
臣
寿
詞
』
と
い
う
文
章
が
残
っ
て
い
る
。
そ

れ
は
、
宇
治
の
左
大
臣
す
な
わ
ち
藤
原
頼
一
長
公
の
日
記
で
あ
る
『
台
記
』
の
中

の
、
康
治
元
年
(
一

一
臣
二
年
)
の
「
大
世
田
会
別
記
」
と
い
う
箇
所
に
載
せ
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
文
章
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

{
中
略
(
「
中
臣
寿
詞
」
の
訳
に
つ
い
て
は
補
注
を
参
照
)

以
上
が
『
中
臣
寿
詞
』
で
あ
る
。
こ
の
文
章
に
残
っ
て
い
る
詞
は
、
古
く
て
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素
晴
ら
し
い
点
が
多
い
の
に
、
世
間
で
は
知
っ
て
い
る
人
が
稀
で
あ
る
た
め
に
、
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今
こ
こ
に
写
し
出
し
た
。
そ
の
作
業
に
当
た
っ
て
、
現
在
こ
の
文
章
と
し
て
残

っ
て
い
る
も
の
に
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
文
字
の
誤
り
が
多
い
の
で
、
三
、
四

第 22号

種
類
の
本
を
見
比
べ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
良
い
箆
所
と
悪
い
箇
所
が
あ
る
中
で
、
良

い
と
思
わ
れ
る
も
の
を
選
ん
で
書
き
起
こ
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
誤
り
で
あ
る

『求真』

よ
う
に
見
え
る
箆
所
が
な
い
一
訳
で
は
な
い
。
さ
ら
に
善
本
を
見
つ
け
て
修
正
す

る
べ
き
で
あ
る
。
さ
て
、
古
へ
の
こ
と
ば
を
考
え
て
、
制
を
加
え
た
つ
い
で
に
、

少
々
本
文
に
つ
い
て
も
見
て
い
こ
う
。

①
六
行
自
の
「
天
都
御
膳
J

の
「
遠
」
の
字
は
、
正
し
く
は
必
ず
「
乃
」
で

一
見
「
遠
」
で
も
意
味
が
通
る
よ
う
に
感
じ
る
け
れ
ど

も
、
そ
れ
で
は
そ
の
次
に
「
瑞
穂
述
」
と
あ
る
の
で
「
遠
」
が
重
な
っ
て
し

あ
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
う
。

②
「
由
庭
仁
所
知
食
」
の
「
知
」
と
い
う
字
は
、
「
開
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

③
十
行
自
の
「
天
忍
雲
根
神
迷
天
乃
云
々
、
受
給
啓
一
申
仁
、
」
と
い
う
笛
一
的
は
、
「
天

忍
雲
根
紳
述
、
紳
漏
岐
紳
漏
美
A
W
J
別
仁
、
受
給
産
申
仁
、
天
」
一
上
仁
奉
上
」

と
い
う
よ
う
に
〔
傾
番
を
変
え
て
〕
言
葉
を
つ
な
げ
れ
ば
、
者
採
が
よ
く
理

解
で
き
る
。

ノ
ミ
ゾ
ニ

③
「
宇
都
志
盟
ル
水
了
」
の
「
了
」
と
い
う
字
は
、
本
に
よ
っ
て
「
戸
」
と
も

「
加
」
と
も
あ
る
が
、
全
て
誤
り
で
あ
る
。
必
ず
「
仁
」
で
あ
る
べ
き
で
あ



る。
⑤
「
天
都
水
述
加
立
」
の
「
立
」
と
い
う
字
は
、

sd
を
誤
っ
た
も
の
で
あ
る
。

⑤
「
申
請
1

」
と
あ
る
の
は
、
理
解
が
出
来
な
い
。
必
ず
「
申

t」
と
あ
る
べ

き
と
こ
ろ
で
あ
る
。

⑦
「
麻
知
波
弱
韮
i
」
は
、
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
る
の
か
解
り
に
く
い
。
た
だ

て

す

一

一

し
、
「
麻
知
」
に
関
し
て
は
『
延
喜
式
神
名
帳
』
に
「
左
京
二
候
坐
一
糾
二
座
、

大
詔
一
戸
命
紳
、
久
慈
異
智
命
一
利
」
と
あ
り
、
「
異
智
」
に
は
由
来
が
あ
り

そ
う
で
あ
る
。
「
太
詔
戸
命
」
と
並
ん
で
お
り
、
ま
た
こ
の
二
神
は
「
相
嘗

(
共
に
食
事
を
す
る
こ
と
〕
」
に
与
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
下
に
述
べ
る
こ
と

は
、
も
し
か

と
合
わ
せ
て
〔
そ
の
意
味
を
〕
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

す
る
と
「
蒜
」
を
誤
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
「
萱
」
の
借
字
で
は
な
か
ろ
う

か
。
「
弱
葦
」
と
は
、
「
正
午
時
」
よ
り
前
を
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、

上
に
「
至
朝
日
照
一
世
J

」
と
あ
る
箇
所
の
続
き
の
時
刻
で
あ
ろ
う
。

③
「
由
都
五
百
」
と
い
う
言
い
方
は
、
同
じ
言
葉
が
重
な
っ
て
い
る
の
で
ど
う

だ
ろ
う
か
。
「
由
都
」
は
す
な
わ
ち
「
五
百
筒
」
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
で
あ

る。
⑤
「
八
井
」
は
、
神
武
天
皇
の
御
子
に
名
前
が
、
「
日
子
八
井
命
」
ま
た
「
一
紳
八
井
耳

命
」
と
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
が
、
そ
の
「
八
き
と
意
味
、
が
同
じ
な
の

で
あ
ろ
う
か
。

⑬
「
如
此
奉
J

と
い
う
笛
所
は
、
「
奉
」
の
上
に
「
依
」
の
字
が
あ
っ
た
の

が
脱
落
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

。
「
四
国
卜
部
」
に
つ
い
て
は
、
『
大
級
謂
』
の
終
り
に
、
「
昭
毛
同
凶
ト
部
等
」

と
あ
る
け
れ
ど
も
、
「
ト
部
」
と
い
う
言
葉
は
、
伊
豆
壱
岐
対
馬
の
三
つ
の

国
の
み
で
出
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
四
方
〔
あ
ち
ら
こ
ち
ら
〕
の
国
よ
り
出
る

も
の
で
は
な
い
の
で
、

「
毛
」
の
字
は
、
後
の
時
代
の
人
が
利
口
ぶ
っ
て
余

計
な
も
の
を
加
え
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
も
こ
れ
も
四
つ
の
国
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
四
つ
の
国
は
、
右
の
三
つ
の
由
と
、
後
の
一
つ

の
国
は
ど
の
簡
で
あ
ろ
う
か
。
不
思
議
で
あ
る
。

⑫
「
太
兆
J

の
「
仁
」
と
い
う
字
は
、
「
乃
」
を
誤
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑬
「
奉
仕
3
の
石
田
」
と
い
う
字
は
、
「
豆
」
で
あ
ろ
う
。

⑪
「
氷
上
」
と
い
う
箇
所
の
下
に
、

一
つ
の
本
に
は
「
郡
」
の
字
が
あ
る
、
も

し
そ
れ
に
依
る
な
ら
ば
、
上
に
あ
る
「
野
洲
」
と
い
う
箇
所
の
下
に
も
、
そ

本居室長『玉勝間』全訳注(一)

の
字
が
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

⑬
「
相
候
」

γ
ヒ

ソ

ツ

リ

は
、
『
儀
式
』
に
は
「
棺
仕
」
、
『
大
嘗
祭
式
』
に
は
「
共
作
」

と
あ
り
、
こ
れ
ら
を
合
せ
て
考
え
る
と
、
「
仕
」
も
「
侯
」
も
誤
り
で
あ
っ

て
、
「
相
作
」
で
あ
ろ
う
。

⑬
「
出
志
理
伊
都
士
山
理
」
は
、
「
由
」
は
「
驚
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
「
伊
都
」

は
「
厳
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
共
に
つ
つ
し
ん
で
清
ぬ
げ
に
な
る
こ
と

で
あ
る
。
「
士
山
理
」
は
、
「
制
服
ま
は
り
」
「
清
ま
は
り
」
の
、
「
ま
は
り
」
の
よ

う
な
言
葉
で
あ
る
と
忠
わ
れ
る
。
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⑪
「
日
時
必
快
定
」
と
い
う
笛
一
的
に
関
し
て
、
〔
日
時
は
〕
い
つ
も
定
ま
っ
て
い

る
事
で
あ
る
の
に
、
こ
の
よ
う
に
申
し
上
げ
る
の
は
、
上
代
に
は
、
そ
の
度

ご
と
に
〔
日
時
を
〕
選
ん
で
定
め
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、

そ
の
時
代
の
詞
の
ま
ま
、
後
の
時
代
で
も
申
し
上
げ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

⑬
「
赤
丹
乃
頼
γ毛
」
の
「
毛
」
の
字
は
誤
り
で
あ
る
。
後
の
時
代
の
人
が
、
こ

の
言
葉
の
者
採
を
し
ら
ず
に
、
た
だ
上
に
二
つ
「
仁
毛
」
と
あ
る
の
に
習
っ

て
、
み
だ
り
に
こ
こ
に
も
付
け
加
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑬
「
明
御
座
公
」
と
い
う
笛
所
の
「
弓
一
」
は
、
必
ず
「
止
」
と
あ
る
べ
き
と
こ

ろ
で
あ
る
。

⑧
示
場
]
自
」
は
、
「
間
比
爾
問
」
と
発
音
す
る
べ
き
で
あ
る
。
「
爾
問
」
を
「
牟
倍
」

と
発
音
す
る
の
は
、
後
の
時
代
の
音
便
に
よ
っ
て
崩
れ
た
発
音
で
あ
る
。
「
大

嘗
」
も
、
「
大
一
簡
問
問
」
で
あ
る
の
を
、
「
大
牟
倍
」
と
い
う
の
と
同
じ
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
「
相
嘗
」
は
、
天
皇
と
「
相
伴
」
に
、
「
新
餐
」
し
奉
る
と
い

う
者
採
の
名
称
で
あ
っ
て
、
俗
に
い
う
「
相
伴
」
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

故
に
、
こ
の
祭
は
、
必
ず
し
も
神
社
の
〔
社
格
の
〕
の
尊
卑
に
も
関
係
な
く
、

必
ず
〔
相
伴
に
〕
預
る
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
神
の
中
に
も
、
預
〆
h
J

な
い
も
の
が
多
い
。
こ
れ
に
は
、
特
別
な
理
由
が
有
っ
て
、
一
向
ノ
る
神
は
誤
る

も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。
相
伴
に
預
る
神
は
七
十
一
座
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
『
四

時
祭
式
』
に
確
認
で
き
る
。
そ
の
中
に
、
上
に
述
べ
た
「
左
京
二
侠
坐
二
座

一
科
」
は
、
『
延
喜
式
神
名
帳
』
に
お
い
て
は
「
大
社
」
の
一
覧
の
中
に
す
ら

入
っ
て
い
な
い
の
に
、
こ
の
祭
に
は
漬
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
新
嘗
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に
関
し
て
特
別
な
関
係
の
あ
る
神
な
の
で
あ
ろ
う
。

@
「
明
星
J

は
、
「
理
」
を
伸
ば
し
て
「
良
士
山
」
と
言
っ
て
い
る
も
の
で
あ
っ

て
、
「
阿
加
里
」
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

⑫
「
事
ご
は
、
下
の
「
奉
仕
J

と
い
う
笛
所
へ
続
く
言
葉
で
あ
る
。

③
「
食
似
」
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
「
多
倍
」
と
読
む
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
「
給
へ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
間
食
似
」
の
下
に
、
「
戸
ユ
」

2016 第 22号

と
い
う
言
葉
を
添
え
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

⑫
「
天
皇
明
庭
」
の
「
明
」
と
い
う
字
は
、
「
朝
」
の
誤
り
で
あ
る
。

ジ
ク
ヘ
コ
ト
ヲ
ヘ
マ
ツ
ニ
フ
ク

③
「
祷
T
所
間
関
食
J

と
い
う
笛
所
は
、
あ
る
一
つ
の
本
に
は
「
稿
続
完
奉

久
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
悪
く
は
な
い
。

さ
て
、
「
天
忍
雲
神
一
f
」
の
事
に
つ
い
て
は
、
伊
勢
の
外
宮
の
蓄
に
、
「
天
村

雲
命
」
の
事
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
神
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
て
、
こ
の
「
寄
詞
」
を
申
し
上
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
辰
日
」
に
「
竪

Fq
デ

リ

ノ

楽
院
」
に
幸
し
、
悠
紀
帳
に
御
す
、
一
料
紙
{
呂
の
中
臣
、
賢
木
を
勿
に
執
そ
へ

天
紳
の
害
詞
を
奏
す
と

『求真』

て
、
南
門
よ
り
入
っ
て
、
版
位
に
つ
い
て
脆
い
て
、

い
う
よ
う
に
、
一
u

大
嘗
祭
式
』
に
あ
る
。

言
及
す
る
の
を
忘
れ
て
い
た
が
、
③
「
大
賞
墨
田
ル
驚
場
」
と
あ
る
「
命
♂
の

字
は
、
「
{
呂
」
を
誤
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。



〔
注
釈
】

(1) 

「
菩
耳
目
も
し
く
は
「
寿
詞
」
は
、
祭
記
の
擦
に
唱
え
ら
れ
る
「
祝
詞
」

の
中
で
も
祝
賀
の
者
採
の
強
い
も
の
を
指
す
。
「
祝
詞
」
の
多
く
は
九
世

紀
に
編
纂
さ
れ
た
『
延
喜
式
』
の
八
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で

登
場
す
る
『
中
臣
害
訴
』
は
そ
の
中
に
含
ま
れ
ず
、
本
文
に
も
あ
る
よ
う

に
『
台
記
』
(
本
条
注

ω参
照
)
の
中
に
残
さ
れ
て
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ

る
。
中
臣
氏
が
代
々
奏
上
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
名
称
。
別
称
と
し
て
「
天

神
害
訴
」
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

(2) 

「
大
嘗
命
日
」
は
「
大
嘗
祭
」
と
も
い
う
。
日
本
の
古
く
か
ら
の
儀
式
で
、

毎
年
の
穀
物
の
収
穫
を
祝
う
の
が
「
新
嘗
祭
」
で
あ
る
が
、
天
皇
が
即
位

し
て
最
初
の
も
の
を
特
に
「
大
嘗
祭
」
と
呼
ぶ
。

ω
藤
原
頼
長
(
一

。
一
五
六
)
。
藤
原
忠
実
の
子
で
、
藤
原
道
長

か
ら
数
え
て
西
代
目
の
子
孫
に
あ
た
る
。
一

最
高
位
で
あ
る
左
大
臣
に
就
任
し
た
。
ま
た
、
「
悪
左
府
」
と
い
う
名
で

一
四
九
年
に
当
時
の
朝
廷
の

も
知
ら
れ
る
。

ω
頼
長
の
日
記
。
当
時
の
風
俗
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
男
色
の

記
事
が
多
い
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

ω
こ
の
よ
う
に
「
ふ
る
く
め
で
た
き
」
と
並
べ
ら
れ
る
こ
と
は
、
古
代
の
日

本
語
を
神
聖
視
す
る
宣
長
の
考
え
に
基
づ
く
。

ω
全
集
十
三
巻
に
収
め
ら
れ
る
『
本
居
室
一
長
随
筆
』
の
う
ち
「
石
上
助
識
篇
」

と
名
付
け
ら
れ
る
も
の
に
、
『
中
臣
寿
詞
』
の
校
訂
作
業
の
様
子
が
見
ら

れ
る
(
二
ニ
・
四

O
三)。

門

i

全
国
の
官
社
の
一
覧
で
あ
る
。

「
神
名
帳
」
は
、
『
延
喜
式
』
の
巻
九
及
び
巻
十
に
収
め
ら
れ
た
も
の
で
、

(8) 

吋
大
一
政
詞
』
は
、
『
延
喜
式
』
の
八
巻
に
「
六
月
侮
大
誠
」
と
し
て
収
め

ら
れ
る
祝
詞
で
あ
り
、
『
中
臣
誠
』
の
別
称
も
あ
る
。
吉
一
長
は
、
こ
れ
に

つ
い
て
『
大
誠
詞
後
釈
』
を
著
し
て
お
り
全
集
七
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

(9) 

「
儀
式
」
は
律
令
制
の
朝
廷
に
お
け
る
公
務
や
宮
中
の
行
事
な
ど
に
関
す

る
礼
儀
作
法
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
を
ま
と
め
た
書
物
の
こ
と
で
あ
る
。
童
日

名
と
し
て
『
儀
式
』
と
い
う
際
に
は
九
世
紀
前
半
に
編
纂
さ
れ
た
『
貞
観

儀
式
』
を
指
す
。

爪川
W

本居室長『玉勝間』全訳注(ー)

「
大
嘗
祭
式
」
は
、
明
延
喜
式
』
の
巻
七
に
「
践
詐
大
嘗
祭
」
と
し
て
収

め
ら
れ
て
い
る
。

ω
『
豊
受
皇
太
神
御
鎮
座
紀
』
(
神
道
大
系
『
伊
勢
神
道

「
四
時
祭
式
」
は
、
吋
延
喜
式
』
の
巻
一
及
び
巻
二
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

上
』
、
神
道
大
系

編
纂
会
、

一
九
九
三
年
所
収
)
に
吋
中
臣
寿
詞
』
と
類
似
し
た
文
章
が
あ

り
、
「
天
村
雲
命
」
の
名
前
が
見
え
る
。
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〔
補
注
〕

※
『
中
臣
寿
詩
』
に
つ
い
て

{
現
代
語
訳
}

今
の
世
に
明
ら
か
に
現
れ
て
お
ら
れ
る
神

ω
と
し
て
日
本
を
支
配
さ
れ
て
い
る
今
上
の

天
皇

ω
睦
下
の
御
前
に
天
つ
神
か
ら
の
寿
詞
〔
お
祝
い
の
前
〕
を
中
直
が
代
わ
っ
て
奏
上
申

し
上
げ
ま
す
。

「
高
天
原
ω
に
お
鎮
ま
り
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
天
皇
の
祖
先
で
あ
る
カ
ム
ロ
、
ギ
・
カ
ム
ロ

ミ
(
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
、
ザ
ナ
ミ
〕
の
命
が
、
八
百
高
の
多
く
の
神
々
を
お
集
め
に
な
っ
て
次
の

よ
う
な
認
を
為
さ
れ
ま
し
た
。
『
皇
御
孫
尊
は
、
高
天
原
に
お
い
て
、
〔
国
の
こ
と
を
〕
始

め
、
豊
葦
原
の
瑞
穂
国
ω
を
平
和
な
屈
と
し
て
治
め
て
、
日
嗣
の
御
子
〔
天
皇
〕

ω
の
居
る

べ
き
天
つ
高
思
座
に
君
臨
し
て
、
天
つ
神
か
ら
頃
い
た
御
絡
の
長
御
繕
の
遠
御
膳
と
し
て
、

長
く
久
し
く
食
べ
る
べ
き
瑞
穂
〔
稲
〕
を
、
平
和
な
う
ち
に
斎
庭
〔
清
浄
で
神
聖
な
場
所
〕

に
お
い
て
食
べ
る
よ
う
に
』
。
そ
の
よ
う
に
委
任
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
〔
皇
孫
尊
は
や

が
て
〕
天
降
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
に
、
中
臣
氏
の
遠
い
祖
先
に
当
た
る
天
児
屋
摂
命
ω
は、

皇
孫
尊
の
御
前
に
お
仕
え
申
し
上
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
〔
自
分
の
子
の
〕
天
忍
雲
根
神
を

高
天
原
の
二
上
〔
の
山
〕

ω
に
登
ら
せ
て
、
カ
ム
ロ
ギ
・
カ
ム
ロ
ミ
の
命
の
前
に
、
ご
指
示

を
頂
く
た
め
に
申
し
上
げ
る
言
葉
と
し
て
『
皇
孫
尊
に
奉
る
御
膳
の
水
は
、
宇
都
志
国
ω
の

水
に
天
つ
国
ω
の
水
を
加
え
て
奉
り
ま
し
ょ
う
か
』
と
申
せ
と
言
い
教
え
ま
し
た
。
そ
こ
で

天
忍
雲
根
神
が
天
の
浮
船

ω
に
乗
っ
て
、
高
天
原
の
二
上
に
上
っ
て
、
カ
ム
ロ
ギ
・
カ
ム
ロ

ミ
の
前
で
こ
の
こ
と
を
申
し
上
げ
る
と
、
〔
二
神
は
〕
天
の
玉
櫛

ωを
お
さ
ず
け
に
な
ら
れ

て
、
『
こ
の
玉
櫛
を
地
に
刺
し
立
て
て
、
夕
日
の
照
り
傾
く
頃
か
ら
朝
日
の
照
り
昇
る
頃
ま

で
、
天
津
祝
詞
太
祝
詞
事
ω
を
用
い
て
告
り
申
し
な
さ
い
。
こ
の
よ
う
に
告
り
申
し
た
な
ら
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ば
、
前
兆
と
し
て
昼
前
に
無
数
の
竹
の
群
れ
が
生
え
出
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
竹
の
下
か
ら
天

の
八
井
〔
天
つ
水
が
湧
く
井
一
戸
〕
が
出
現
す
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
そ
の
水
を
も
っ
て
、
天
つ

水
と
し
て
〔
皇
孫
尊
は
〕
石
し
上
が
り
な
さ
い
』
と
仰
っ
て
〔
玉
櫛
を
〕
授
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
に
し
て
〔
カ
ム
ロ
ギ
・
カ
ム
ロ
ミ
〕
が
お
授
け
に
な
っ
た
こ
と
に
従
っ
て
、
〔
代
々
口
寸。ム

の
天
皇
が
〕
お
召
し
上
が
り
に
な
る
稲
穂
を
〔
奉
る
べ
き
と
こ
ろ
と
し
て
〕
、
四
カ
国
の
ト

2
ヤ
コ
コ

部
た
ち

ωが
太
兆

ω
の
占
い
を
も
っ
て
、
〔
大
嘗
の
こ
と
を
〕
奉
る
地
と
し
て
悠
紀
に
近
江

i

国
の
野
洲
群
船

ω
を
、
主
基
に
丹
波
閣
の
氷
群

ω
を
選
び
ま
し
だ
。
そ
し
て
、
物
部
の
人
々
川
則

と
し
て
、
酒
造
児
ω
・
溜
波
ω
・
粉
走
ω
・
灰
焼
ω
・
薪
採
ω
・
相
作
ω
・
稲
実
公

ω
な
ど
が
、
求pu
u
 

稲
躍
を
大
嘗
の
斎
庭
に
持
ち
運
ん
で
参
り
ま
し
て
、
今
年
の
十
一
月
の
中
の
卯
の
日
に
忌
忌

し
く
厳
し
く
斎
み
清
め
た
〔
御
酒
・
御
膳
の
〕
料
を
持
っ
て
、
恐
れ
慎
み
懇
ろ
に
忌
み
清
め

て
仕
え
奉
り
、
〔
こ
の
〕
月
の
中
に
日
時
を
選
び
定
め
ま
し
て
、
献
る
と
こ
ろ
の
悠
紀
・
主

基
の
黒
酒
・
白
、
柑
闘
の
大
御
一
拾
を
、
大
倭
根
子
天
皇
が
天
つ
神
か
ら
授
け
ら
れ
ま
し
た
遠
く

久
し
く
、
氷
遠
に
右
し
上
が
ら
れ
る
御
膳
と
し
て
、
お
一
位
と
し
て
も
ご
飯
と
し
て
も
召
し
上
が

ら
れ
、
顔
の
色
艶
も
赤
々
と
輝
く
ば
か
り
に
石
し
上
が
ら
れ
、
豊
明
り
に
明
ら
み
な
さ
れ
、

〔
ま
た
、
こ
の
〕
寿
一
討
を
尽
く
し
て
申
し
上
げ
る
神
々
に
も
、
末
一
長
く
大
嘗
の
相
伴
に
一
緒

に
召
し
上
が
ら
れ
、
堅
磐
の
よ
う
に
堅
く
、
常
磐
の
よ
う
に
永
久
不
変
に
禍
い
な
く
お
守
り

い
た
だ
き
ま
し
て
、
盛
大
な
御
世
と
し
て
栄
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
と
申
し
上
げ
、

康
治
元
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
て
、
天
地
月
日
と
と
も
に
永
く
久
し
く
、
〔
皇
御
孫
尊
が
〕
光

り
輝
狩
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
の
神
事
に
、
〔
皇
神
た
ち
と
皇
御
孫
尊
と
の
〕
中
を
執
り
持
つ

〔
間
に
た
っ
て
お
仕
え
す
る
〕
中
臣
の
祭
主
の
正
四
つ
の
位
の
上
凶
に
し
て
神
抵
の
大
部
仰

を
行
う
大
中
臣
凶
の
朝
臣
清
親
が
、
寿
詞
を
言
葉
を
称
え
尽
く
し
て
奏
上
申
し
上
げ
る
次
第

で
ご
、
ざ
い
ま
す
」
と
申
し
上
げ
ま
す
。
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〔
注
釈
〕

ω
現
御
神
・
天
皇
は
、
現
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
神
で
あ
る
と
い
う
思
想
に
基
づ
く
。

ω
大
倭
根
子
天
皇
・
天
皇
の
美
称
。
「
根
」
は
助
詞
で
あ
り
、
「
子
」
は
愛
称
で
あ
る
。

ω
高
天
原
・
日
本
神
話
に
お
い
て
、
神
々
の
い
る
天
上
の
世
界
。

ω
豊
葦
原
瑞
穂
国
・
「
高
天
原
」
に
対
し
て
地
上
の
日
本
国
を
指
す
。

ω
日
柄
御
子
・
皇
統
を
継
ぐ
も
の
を
指
し
、
皇
太
子
の
意
味
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

新
た
に
即
位
し
た
天
皇
を
指
す
。

ω
天
国
光
屋
根
命
・
天
孫
降
臨
の
際
に
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
の
命
に
槌
伴
し
た
神
で
、
『
古
事
記
』

で
は
中
臣
氏
の
祖
先
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

ω
二
上
・
高
天
原
に
あ
る
こ
峰
並
立
の
山
で
、
カ
ム
ロ
キ
カ
ム
ロ
ミ
の
御
座
所
で
あ

る。
ω
宇
都
士
山
国
・
「
豊
葦
原
瑞
穂
国
」
と
同
じ
く
地
上
の
日
本
国
を
揮
す
。

ω
天
都
水
・
天
つ
国
す
な
わ
ち
高
天
原
の
水
。

ω
天
」
洋
高
一
一
司
・
空
に
漂
っ
浮
雲
。

ω
天
乃
芯
ぃ
一
櫛
…
・
「
玉
櫛
」
の
美
称
。
現
在
で
は
「
玉
串
」
と
書
く
こ
と
が
一
般
的
で
、

榊
の
枝
に
麻
な
ど
を
つ
け
た
も
の
。

ω
天
津
祝
詞
太
祝
詞
事
・
「
祝
詞
」
の
美
林
。

ω
四
醤
ト
部
等
・
「
ト
部
」
は
占
い
を
す
る
人
々
。
四
つ
の
国
か
ら
出
る
と
さ
れ
る
が
、

本
文
中
に
あ
る
宣
長
の
説
に
従
え
ば
、
伊
豆
・
壱
岐
・
対
馬
が
そ
の
う
ち
の
三
国

で
あ
り
、
後
の
一
国
は
不
明
。

ω
太
兆
・
吉
代
の
占
い
ご
と
で
、
最
初
は
鹿
の
肩
骨
を
焼
く
方
法
で
あ
っ
た
が
、
後

に
亀
の
甲
を
焼
く
方
法
に
変
わ
っ
た
。

ω
悠
紀
仁
近
江
国
野
洲
・
か
つ
て
滋
賀
県
に
野
洲
郡
が
あ
っ
た
。
現
在
の
野
洲
市
全
域

と
守
山
市
・
近
江
八
幡
市
の
一
部
に
あ
た
る
。

ω
主
基
仁
丹
波
留
氷
上
・
か
つ
て
兵
庫
県
に
氷
上
郡
が
あ
っ
た
。
現
在
の
丹
波
市
に
あ

た
る
。

ω
物
部
・
新
穀
を
出
す
田
の
耕
作
に
従
事
す
る
人
々
。

ω
酒
造
児
・
酒
を
造
る
女
子
。

ω
酒
波
・
酒
を
造
る
手
つ
だ
い
の
女
-

ω
粉
走
・
粉
を
ふ
る
う
役
の
女
。

ω
灰
焼
・
酒
に
混
ぜ
る
た
め
の
灰
を
作
る
役
の
男
。

ω
薪
採
・
薪
を
取
る
役
の
男
。

ω
相
作
・
酒
を
造
る
下
ば
た
ら
き
の
女
口

ω
稲
実
公
・
飯
の
た
め
の
稲
の
穂
を
ぬ
く
役
の
男
。

ω
黒
木
白
木
ん
大
御
溜
・
白
黒
は
簡
の
種
類
で
、
自
は
普
通
の
酒
、
黒
は
灰
を
ま
ぜ
て

造
っ
た
酒
で
あ
る
。

本震宣長『玉j携関』全訳注(ー)

M
W

正
四
位
上
・
当
時
の
律
令
制
の
階
位
で
、

さ
ら
に
正
従
や
上
下
の
区
別
が
あ
っ
た
。

ω
神
抵
大
副
・
神
事
を
司
る
神
祇
官
の
中
で
第
二
番
自
の
役
。

ω
大
中
臣
・
中
臣
氏
の
中
で
、
神
事
に
奉
仕
す
る
も
の
を
指
す
。

一
位
か
ら
八
位
ま
で
あ
り
、
そ
の
中
に
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第
二
条

大
安
殿
〔
宇
賀
神
〕

{
本
文
】

大
安
殿

天
武
紀
に
、
天
皇
御
一
】
大
安
殿
一
一
広
々
と
い
へ
る
こ
と
。
、
所
々
に
見
え
、
捜
紀

に
も
多
く
見
え
た
り
、
大
安
殿
は
、
意
富
夜
須
美
梓
能
と
訓
べ
し

ω、
す
な
は

ち
大
極
殿
の
こ
と
品
、
又
天
智
紀
に
、
西
安
殿
、
天
武
紀
に
、
向
安
殿
、
内
安

殿
、
外
安
殿
、
警
宮
安
殿

ω、
文
武
紀
に
、
東
安
殿
な
ど
も
あ
る
、
み
な
や

す
み
ど
の
也
、
や
す
み
は
、
古
き
歌
に
、
や
す
み
し
し
わ
が
大
き
み
と
よ
み
て
、

こ
れ
安
ら
け
く
て
天
の
下
を
見
し
給
ふ
意
、
見
し
給
ふ
と
は
、
し
ろ
し
め
す

こ
と
也

ω、
さ
れ
ば
天
皇
の
ま
し
ま
す
殿
を
ば
皆
、
や
す
み
ど
の
と
申
せ
る
也
、

い
た
く
後
の
物
な
れ
ど
、
西
行
が
撰
集
抄
に
、
崇
徳
天
皇
の
御
陵
に
参
り
て
、

そ
の
御
事
を
申
せ
る
所
に
、
清
涼
紫
{
一
一
肢
の
間
に
や
す
み
し
給
ひ
て
、
百
官
に
い

つ
か
れ
さ
せ
給
ひ
云
々
と
い
へ
る
は
句
、
た
ま
/
'
¥
、
‘
士
口
一
一
言
の
残
れ
り
し
な
る
べ

し
、
さ
て
皇
極
紀
天
武
紀
に
、
大
極
殿
を
、
お
ほ
あ
む
ど
の
と
訓

ω、
天
智
紀

に
、
西
小
殿
と
あ
る
を
、
に
し
の
こ
あ
ど
の
と
よ
み
、
上
に
出
せ
る
天
武
紀
の

ノ

メ

内
安
殿
を
、
う
ち
の
あ
む
ど
の
と
訓
る
な
ど
は
、
何
れ
も
や
す
み
ど
の
と
訓
し

め
む
た
め
に
、
傍
に
安
ド
ノ
と
書
た
る
を
見
て
、
誤
り
て
安
を
音
に
よ
め

る
ひ
が
こ
と
也
、
又
か
た
は
ら
に
委
字
を
書
る
所
も
あ
る
、
こ
れ
も
か
の
安

を
音
に
よ
む
こ
と
と
ひ
が
心
得
し
て
、
あ
む
と
訓
し
め
む
と
て
也
、
大
極
殿

は
、
第
一
の
正
殿
な
る
が
故
に
、
お
ほ
や
す
み
ど
の
と
云
る
を
、
や
が
て
大
安

殿
と
も
主
回
れ
た
る
也
、
繍
紀
に
、
大
極
殿
と
大
安
殿
と
は
、
別
な
る
が
如
く
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間
ゆ
る
一
的
も
あ
れ
ど
然
ら
ず
、
同
じ
こ
と
也
、
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司
し
い
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第 22号

大
安
殿

『
日
本
書
紀
』
天
武
紀
に
お
い
て
、
「
天
皇
大
安
殿
に
御
す
る
等
々
」
と
述
べ

て
い
る
の
は
、
そ
の
端
々
に
克
ら
れ
、
『
続
日
本
紀
』
で
も
多
く
見
ら
れ
る
。

お

は

や

す

み

ど

の

大
安
殿
と
は
、
意
富
夜
f

晶
子
美
梓
能
と
読
む
べ
き
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
大
極
殿
の

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
『
日
本
書
紀
』
天
智
紀
に
は
「
西
の
安
殿
」
と
あ
り
、
同

『求真』

書
天
武
紀
に
は
「
向
の
安
殿
」
「
内
の
安
殿
」
「
外
の
安
殿
」
「
侶
宮
の
安
殿
」

と
あ
り
、
『
続
日
本
紀
』
文
武
紀
に
「
東
の
安
殿
」
な
ど
と
あ
る
の
も
、
お
し

な
べ
て
「
や
す
み
ど
の
」
の
こ
と
を
申
し
上
げ
て
い
る
。
「
や
す
み
」
と
は
、

万
葉
の
歌
に
、
「
や
す
み
し
し
わ
が
大
き
み
」
と
詠
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
「
安

ら
け
く
て
〔
穏
や
か
に
〕
天
下
を
見
し
給
ふ
〔
統
治
さ
れ
る
ご
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
「
見
し
給
ふ
」
と
は
、
統
治
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば

天
皇
の
居
ら
っ
し
ゃ
る
殿
と
い
う
の
は
す
べ
て
、
「
や
す
み
ど
の
」
の
こ
と
を

申
し
て
い
る
。
い
た
く
後
世
の
資
料
で
あ
る
が
、
西
行
の
『
撰
集
抄
』
に
お
い

て
、
崇
徳
天
皇
の
御
陵
に
参
拝
し
た
際
、
天
皇
の
御
事
に
つ
い
て
「
清
涼
殿
と

紫
{
辰
殿
の
開
で
安
ら
か
に
統
治
さ
れ
て
お
り
、
百
官
を
か
し
づ
か
れ
て
等
々
」

と
申
し
上
げ
て
い
る
の
は
、
偶
々
、
古
の
言
葉
が
残
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。



さ
て
、
『
日
本
書
紀
』
皇
極
紀
と
天
武
紀
で
は
、
「
大
極
殿
」
に
つ
い
て
、
「
お

お
あ
む
ど
の
」
と
読
み
、
天
智
紀
で
は
、
「
西
小
殿
」
と
あ
る
の
を
、
「
に
し
の

こ
あ
ど
の
」
と
読
み
、
上
述
の
天
武
紀
の
「
内
の
安
殿
」
を
、
「
う
ち
の
あ
む

ど
の
」
と
読
む
例
な
ど
は
、
何
れ
も
「
や
す
み
ど
の
」
と
読
ま
せ
る
た
め
に
、

傍
ら
に
「
安
ド
ノ
」
と
一
記
し
て
い
る
の
に
、
誤
っ
て
「
安
」
の
字
音
で
読
ん
で

し
ま
っ
た
勘
違
い
で
あ
る
。
傍
ら
に
「
円
安
」
の
字
を
記
し
て
い
る
笛
所
も
あ
り
、

こ
れ
も
先
の
「
安
」
の
字
と
同
様
に
読
む
も
の
と
誤
認
し
て
、
「
あ
む
」
で
読

ん
で
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
大
極
殿
は
、
第
一
の
正
殿
で
あ
る
た
め
に
、
「
お

ほ
や
す
み
ど
の
」
と
い
う
の
が
、
や
が
て
大
安
殿
と
も
一
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
コ
祝
日
本
紀
』
に
お
け
る
「
大
極
殿
」
と
「
大
安
殿
」
と
は
、
異
な
っ
て

い
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
笛
所
も
あ
る
が
、
そ
の
実
、
同
じ
な
の
で
あ
る
。

注
釈
}

(1) 

「
天
皇
御
大
安
殿
」
は
、
『
日
本
書
紀
』
天
武
紀
十
四
年
九
月
条
に
「
辛

堕
ι

天
皇
大
安
殿
に
御
し
て
、
王
卿
等
を
殿
前
に
喚
し
て
、
博
戯
せ
し

む
」
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
日
本
古
典
文
学
全
集
『
日
本
書
紀
』
(
小
学
館
、

一
九
九
四
年
)
で
は
「
大
安
殿
」
に
注
し
て
、
「
書
記
の
古
郡
に
「
大
極

殿
」
を
オ
ホ
ア
ム
ト
ノ
と
あ
る
こ
と
な
ど
よ
り
大
安
殿
と
大
極
殿
は
同

と
す
る
説
と
、
大
安
殿
は
内
裏
正
殿
で
、
後
の
仙
台
辰
殿
に
相
当
す
る
説
と

が
あ
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。
併
せ
て
、
本
条
注

ωを
参
照
。

(2) 

「
大
安
殿
」
に
平
日
以
口
問
夜
須
主
大
判
定
恥
(
オ
ホ
ヤ
ス
ミ
ド
ノ
)
」
と
い
う

仮
名
を
当
て
て
い
る
点
に
つ
い
て
、
参
考
ま
で
に
『
古
事
記
惇
』
の
「
綴

字
の
事
」
(
九
・
二

0
1三
一
)
の
各
字
音
を
挙
げ
て
お
く
。

①
オ
総
意
隠

③
ヤ
夜
盗

④
ス
須
洲

②
ホ
{
宮
本
主
ロ
番
蕃
品

⑤
ド
度
燦
騰

「わ
J

ノ
じ
じ
九
J

バ
{
¥
ノ
ム
円
口

1
Iノ

⑤
ミ
美
微
禰
味

外
周

ω
『
日
本
書
紀
』
の
「
殿
」
の
用
例
は
、
天
武
紀
十
年
春
正
月
条
に
纏
ま

っ
て
み
る
こ
と
が
出
来
、
そ
こ
で
は
「
了
丑
。
天
皇
、
向
小
殿
に
御
し

て
宴
し
た
ま
ふ
。
是
の
日
、
親
王
・
諸
王
を
内
安
殿
に
引
き
入
れ
、
諸

臣
は
皆
外
安
殿
に
侍
る
、
共
に
置
溜
し
て
柴
を
賜
う
」
と
み
ら
れ
る
。

(4) 

『
万
葉
集
』
巻
一
の
三
十
六
番
歌
に
「
や
す
み
し
し
わ
が
大
君
の
き

こ
し
め
す
天
の
下
に
国
は
し
も
・
・
・
」
と
一
一
献
じ
ら
れ
て
お
り
、
三
十

八
番
歌
で
は
「
や
す
み
し
し
わ
が
大
君
神
な
が
ら
神
さ
び
せ
す
と

本居室長『玉j勝間J全訳注(ー)

吉
野
川
た
ぎ
っ
河
内
に
」
と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。

ω
西
行
『
撰
集
抄
』
第
一
の
「
七
新
院
の
御
墓
白
峯
の
事
」
に
「
ま
の

あ
た
り
見
奉
り
事
ぞ
か
し
。
煙
派
出
リ
否
反
の
間
に
や
す
み
し
給
い
て
、
百

官
に
い
つ
か
れ
さ
せ
給
ひ
、
後
宮
後
一
房
の
代
に
は
、
三
千
の
裁
翠
の
か

ん
ざ
し
あ
ざ
や
か
に
て
、
御
ま
な
じ
り
に
か
〉
ら
ん
と
の
み
、
し
あ
わ

せ
給
ひ
し
ぞ
か
し
」
(
小
島
孝
之
・
浅
見
和
彦
『
撰
集
抄
』
桜
楓
社
、

一
九
八
五
年
、

二
八

i
一
一
二
頁
)
と
み
ら
れ
る
。

(6) 

61 

『
日
本
書
紀
』
天
武
紀
十
年
二
月
条
に
「
大
極
殿
」
と
あ
り
、
日
本
古



典
文
学
全
集
『
日
本
書
紀
』
注
で
は
、
皇
極
紀
四
年
六
月
条
の
例
に
疑

62 

で
、
本
条
が
確
か
な
初
出
例
と
考
え
ら
れ
る
。
大
極
殿
は
章
一
日
紀
古
訓
オ

2016 

義
を
唱
え
て
、
「
皇
極
期
に
「
大
極
殿
」
の
名
称
が
あ
っ
た
か
は
疑
問

ホ
ア
ム
ト
ノ
と
あ
り
、
内
裏
正
殿
の
大
安
殿
が
そ
の
前
身
で
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
塑
阜
の
正
殿
と
な
り
、
天
皇
が
こ
こ
で
政
務
を
執
り
、

第 22号

儀
式
を
主
催
し
、
「
大
極
殿
」
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」

と
説
明
し
て
い
る
。

『求真』

(
ひ
ぐ
ち
・
た
つ
ろ
う

筑
波
大
学
人
文
社
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特
任
研
究
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研
究
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う
が
じ
ん
・
し
ゅ
う
い
ち
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